
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月１１日(月) 第２７８７例会記録 

◎出席･･･会員数 47 名 出席 34 名 MU 5 名 

（出席免除会員 10 名・休会３名）  

  

会長の時間        高瀬幸一郎会長 

 12 月 3 日（日）に地区補助金を 

活用して、竹田契一先生による 

発達障害（LD、Learning Disability) 

の講演会を西脇ロータリークラブ 

主催で、アピカホールで行います。講演会開催にあ

たり各教育機関に協力をもとめるため、竹内社会奉

仕委員長、東口幹事に積極的に動いてい頂いており

ます。二人とも忙しい中ありがとうございます。 

ロータリーの友 9 月号に竹田先生の「読み書きが

苦手な子どものために」と題されたスピーチ記事が

掲載されております。講演会までに皆様是非ともご

一読くださいますようお願いいたします。そのなか

で、・・・知的発達には遅れはないのですが、「読む」

「書く」「数字の理解」に関わる脳の働きが十分に

発達してないことによる障害で、勉強がスムーズに

いかなくなって「勉強する気がない」「努力してい

ない」などと周囲から誤解を受け、本人は大ストレ

スを抱え込むこととなります。学生のときはまあ何

とか過ごせても、さらにつらいのは社会人になり就

職してからです。・・・というくだりがあります。

皆様の周りにもよく似た事象がおこっていませんか。

今世間を騒がせている諸問題もひょっとするとこの

幼年期、就学時のつまずきに起因することは否定で

きないのではないでしょうか。15 年前にも西脇ロー

タリークラブ主催で同先生の講演会を旧市民会館で

900 人集めて行いました。恥ずかしながら、当時の

私は発達障害という言葉すら知りませんでした。そ

れから 15 年たち、発達障害への多少の理解のもと、

身の回りにひょっとしたらと思われることに触れて

いくこととなりましたのは、皆様も同じ思いかもし 

れません。というより当の自分もこんな特徴あるよ

なと思う次第です。ちなみに私は整理整頓がからっ

きし苦手です。会社の机の上は書類、本だらけです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度、竹田先生の再度のご協力のもと、西脇で講

演会を開催する目的は、どのような人に何人来てい

ただいて、どのような講演を聞いて有意義な時間を

過ごせたと思っていただくことではなく、先に述べ

ました周りの理解がなく辛い、苦しい思いをしてい

る就学時の子どもが前向きに生きていけるようにな

るための行動をしていただくことです。そのための

講演会であり、来場者（教育機関に携わる人）及び

我々職業人が理解して、具体的な正しい行動がとれ

ますことを祈念いたします。実際のところ成果を測

定することはできませんが、苦しんでいるひとが、

一人でも減少することになればと思っております。

当日は会場設営、受付、案内等、会員皆様にご協力

を仰ぐこととなりますが、何卒よろしくお願い申し

上げます。 

 

幹事報告 

（来 信） 

〇ガバナー事務所より、 

 ・公共イメージセミナー開催のご案内 

   10 月 15 日(日) 14：00～16：30 

   於：神戸ポートピアホテル 

 ・第 8 回日台ロータリー親善会議台北大会のご案

内（追加募集） 

（報 告）   

〇東播 5ＲＣ親善ゴルフ大会の申込書を各テーブル

にお配りしておりますので、ご参加いただける方

は氏名をご記入ください。多数のご参加をお願い

します。 

（理事会報告）  

〇西脇ロータリークラブ細則の変更について 

 ①（変更前）入会金は、100,000 円とし、入会承

認に先立って納入すべきものとする。

ただし、人事異動による交代の場合

は、2 分のⅠとする。 

  （変更後）入会金は、50,000 円とし、…納入す

べきものとする。以下削除 

 ②第 16 条 改正  令和 4 年 12 月一部改正 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西脇ロータリークラブ 2680地区 
 №１０ 第２７８８回  令和５年９月１７日 

 
今週の歌：我等の生業 

 
プログラム    

    「親睦家族例会」 

 RIテーマ ： CREATE HOPE in the WORLD ～世界に希望を生み出そう 

20２３-202４ 週報 
  

会長 高瀬幸一郎   幹事 東口喜樹 
例会日  月曜日 12:30－13:30 

例会場  西脇ロイヤルホテル 2F  Tel：0795(23)2000 

事務局  西脇商工会議所内 

〒677-0015 西脇市西脇 990 

   Tel：0795(22)3901   Fax：0795(22)8739 

 

 

 

 



高瀬会長のテーマ ： 職業人としてプライドを持とう！ 

 

委員会報告 

〇親睦活動委員会            笹倉照暉委員長 

 9/17 の家族例会出席の皆様は、午前 8 時 15 分に

市役所および金田会員事業所前を出発しますので、

時間厳守でご集合いただきますようお願い致します。 

 

  ニコニコ箱 

中田会員 和田会員にお世話になりました。 

笹倉会員 先日、後藤直樹会員に大変お世話になり

ました。 

小澤会員 8 月 28 日の夜の出席委員会に、髙瀬会

長、東口幹事、山口さんに出席いただき

ました。有難うございました。 

※本日のニコニコ                      7,000 円 

 誕生日・結婚記念日・連続出席     14,000円 

※本年度累計額（9/11 現在）              408,000 円 

🌸本日の花：ｱﾙｽﾄﾛﾒﾘｱ・ｽﾀｰﾁｽ 

 

プログラム     

〇井上勝彦会員    

雑誌広報委員会の井上です。 

今回は、雑誌について自分なりに 

思いつくことをお話させて頂き 

たいと思います。 

そもそも雑誌と何なのか？そんな疑問ともつかな

い、時間稼ぎのようなことからお話させて頂きたい

と思います。雑誌とは何かとＰＣで検索すると、定

期的に刊行される出版物のことで、週刊、月刊、隔

月刊、季刊などの刊行ペースが有り、一般的な漫画

単行本は区分としては雑誌にあたり、流通ルートを

拡大できるメリットが 1960 年代時点からありまし

た。という文章が見つかりました。雑誌の歴史とし

ては、ウイキペディアから引用すると、雑誌は、百

科事典の誕生と同様、新しい知識や情報、視点を広

く一般に開示、紹介するものとして出発した。世界

で最初の本格的な雑誌は 1665 年に仏国パリで創刊

された『ジュルナル・デ・サバン』（fr:Journal des 

sçavans）と、同年に英国ロンドンで創刊された『フ

ィロソフィカル・トランザクションズ』（The 

Philosophical Transactions）だと言われている。初

めて「magazine」の語を使用したのは 1731 年にロ

ンドンで創刊された『ジェントルマンズ・マガジン』

（en:The Gentleman's Magazine）である。日本で

最初の本格的な雑誌は、1867 年（慶應 3 年）10 月 

 

 

 

 

 

 

に洋学者の柳河春三が創刊した『西洋雑誌』だと言 

われ、「Magazine」の訳語に「雑誌」を用いている。

総合雑誌としては明六雑誌が初になる[3]。と記載

されています。明六雑誌とは、 明六社の機関誌。 

1874 年（明治 7 年）４月 2 日創刊、1875 年（明治

8 年）11 月 14 日停刊。全 43 号。明治維新期の日本

における学術総合雑誌で、学会誌の先駆けとなり、

文明開化下の日本に大きな影響を与えた刊行物であ

る。明六社とは 1873 年（明治 6 年）7 月にアメリカ

から帰国した森有礼が、福澤諭吉・加東弘之・中村

正直・西周（以下略）らと共に同年秋に啓蒙活動を

目的として結成。名称の由来は明治六年結成からき

ている。会合は毎月 1 日と 16 日に開かれた。会員

には旧幕府官僚で、開成所の関係者と慶応義塾門下

生の「官民調和」で構成された。また、学識者のみ

でなく旧大名、浄土真宗本願寺派や日本銀行、新聞

社、勝海舟ら旧士族が入り乱れる日本の錚々たるメ

ンバーが参加した。1874 年（明治 7 年）3 月から機

関誌「明六雑誌」を発行、開化期の啓蒙に指導的役

割を果たしたが、1875 年（明治 8 年）、太政官政府

の讒謗律・新聞紙条例が施行されたことで機関誌の

発行は 43 号で中絶・廃刊に追い込まれ事実上解散

となった。後に明六社は明六会となり、福澤諭吉を

初代会長とする東京学士会員、帝国学士院を経て、

日本学士院に進展する原流ともなった。と、記載さ

れています。 

 さて、次に雑誌の分類ですが、雑誌の分類として

は、一般誌、学術雑誌、官公庁誌、団体・協会誌、

同人誌、企業誌が挙げられますが、ロータリーの友

等は当然のことながら、団体・協会誌に分類される

と思われます。 

では、そろそろ本題に入りたいと思いますが、ロ

ータリーの友について、ロータリーの友のホームペ

ージを見ながら話を進めていきたいと思います。ロ

ータリーの友の HP から、今回は、ロータリー資料

館の内、ロータリーの友関連、国際ロータリー、日

本のロータリーについてどんな内容なのか説明をし

ていきたいと思いますが、詳しい内容については時

間のある時に HP を見て頂きたいと思います。 

 また、週報 2787 回に記載の ID,PSW を入力頂き、

「友」電子版に入っていくと、ロータリーの友の初

刊から全て見る事ができます。今回の卓話を契機に

今回紹介した HP の記事等に触れて頂ければと思っ

ています。 

 

 

 

 

 

今後のプログラム                                                                                                                                                                                          

9 月 25 日(月)   「卓話」 八馬会員、金田会員  10 月 2 日(月) 「卓話」和田会員、藤井(雅)会員 

10 月 9 日(月)   休 会             10 月 16 日(月)  「卓話」 中田会員、有田会員  

10 月 23 日(月) 米山記念奨学生スピーチ           10 月 30 日(月) 「卓話」  井村会員、蘆田会員 

 

 

https://fr.wikipedia.org/wiki/Journal_des_savants
https://fr.wikipedia.org/wiki/Journal_des_savants

